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大
部
分
の
避
難
指
示
解
除
か
ら
６
度
目
の
夏
を

迎
え
る
飯
舘
村
。震
災
前
と
比
べ
れ
ば
ま
だ
ま
だ
で

も
、田
ん
ぼ
も
畑
も
牧
草
地
も
、年
を
経
る
ご
と
に

息
を
吹
き
返
し
、農
村
風
景
の
美
し
さ
を
一つ
ひ
と
つ

取
り
戻
し
て
い
ま
す
。今
あ
る
村
の
姿
は
、多
く
の
村

民
の
並
々
な
ら
ぬ
努
力
の
成
果
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
ん
な
飯
舘
村
だ
か
ら
こ
そ
、さ
ら
に
新
し
い
チ
ャ

レ
ン
ジ
を
し
て
い
こ
う
―
農
地
を
舞
台
に
、第
６
次

総
合
振
興
計
画
に
掲
げ
た「
飯
舘
産
米
活
用
推
進
」

「
ま
で
い
ブ
ラ
ン
ド
の
拡
大
」な
ど
を
進
め
る
い
く
つ
も

の
プ
ロ
ジェク
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。未
来
の
た

め
に
汗
を
流
す
農
家
の
皆
さ
ん
の
心
意
気
に
支
え
ら

れ
な
が
ら
。

農
家
さ
ん
の
技
術
と
努
力
と
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ

飯
舘
の
農
地
で
新
た
な
試
み
！

「将来への布石」となる新たな農業を進めよう！

今月
の話
題

vol.
26

サポートセンター「つながっぺ」に
おじゃましました。この日は素敵な
柄違いの「状差し」を皆さんで製作
していました。他にも「百歳体操」
をしたり（上の写真）、一緒に昼食
を食べたり、それぞれのペースや
体調にも合わせて、和やかに楽し
く過ごしていました。Ｐ４からの関
連記事もご覧ください。

国産の米をバイオマス資源と
して活用し、プラスチック樹脂
の原料「ライスレジン」を製造
する企業と提携。原料となる米
の栽培が、この春から村内で
も始まりました。

ゼロカーボンにも貢献！

お米がプラスチック製品に
「レジン」とは

「樹脂」のこと

おいしい野菜が並ぶ道の駅の
直売所をよりカラフルに彩る
作戦を展開中！ 野菜づくりの
名人に、村が「彩り野菜」の苗
を提供。現在５軒の農家で育
てていただいています。

直売所のチアリーダーに

カラフル担当！「彩り野菜」

村が目指す「あぶくまもち」の
生産拡大と６次化に、多方面
の力を結集。生産組合の尽力
に応えるべく、「あぶくまもち」
の魅力を高め発信するプロ
ジェクトが始動しています。

村産農畜産物の魅力を発掘

今年のテーマは「あぶくまもち」

左は「彩り野菜」の栽培に取り組む
赤石澤傭（すなお）さん（上飯樋）。
色とりどりのパプリカや唐辛子類の
苗を丁寧に仕立てていました。「初
めてつくる作物もあるからまずは
育て方をよく知る所から。手をかけ
て育ててみるよ」。

今年は60aのほ場で種もみを生産。来年（令和５年）からの栽培拡大を目指しています。

６月15日、専門家を交えた初回の「魅力向上」
作戦会議が行われました。今年は「あぶくまも
ち」のおいしさを伝える魅力的なイベントも用
意しています。ぜひご注目ください！

  魅力向上プロジェクト  
  が始動

生産組合の

   皆
さんの

思いを共有

左の写真は、ライスレジン製のレジ袋
（お米率25％）と、レターオープナー
（封書を開封する時に使うアイテム）
（お米率51％）。

いろどりやさい

あぶくまもち

ライスレジン

耕作されていない水田を活
用して、ライスレジン用の米
の 作 付 けが 行わ れていま
す。下の写真は八木沢地区
の田植えの様子。

「飯舘村あぶくまもち生産組合」の（左から）
森永正男さん（前田・八和木）、代表の青田豊
実さん（前田）、庄司久則さん（小宮）。新たな
挑戦に力を貸してくださる皆さんです。

もっともち米にクレイジーになろう

もちが大好きなの

魅力を発掘！

あぶくまもちは物語も魅力
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サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー「
つ

な
が
っ
ぺ
」は
村
役
場
と
同

じ
セ
ン
タ
ー
地
区
に
あ
り
、

「
い
い
た
て
ク
リ
ニ
ッ
ク
」

と
同
じ
建
物
の
中
に
あ
り
ま

す
。

　
開
所
は
平
成
29
年
。現
在

は
約
１
１
０
人
の
方
が
利

用
登
録
し
て
い
て
、百
歳
体

操
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、

四
季
折
々
の
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
、共
に
楽
し
ん
で
い
ま

す
。一
昨
年
か
ら
は
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
に
よ
る
断
続
的

な
活
動
休
止
が
あ
り
ま
し

た
が
、現
在
は
人
数
制
限
を

設
け
な
が
ら
、感
染
症
対

策
を
万
全
に
し
て
開
い
て

い
ま
す
。

　
全
村
避
難
が
6
年
に
及

び
、避
難
先
に
子
育
て
世
代

の
生
活
基
盤
が
落
ち
着
く

な
ど
し
て
、世
帯
の
高
齢

者
の
み
が
帰
村
し
て
い
る

ケ
ー
ス
も
多
く
あ
り
ま
す
。

高
齢
者
の
み
な
ら
ず
、離
れ

て
暮
ら
す
家
族
に
と
っ
て

も
、安
心
な
暮
ら
し
に
つ
な

が
る
福
祉
・
医
療
の
充
実
は

福祉と医療
特 集

大
切
で
す
。

　
村
は
、飯
舘
村
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
を
含
む
健

康
福
祉
課
を
中
心
に
、飯
舘

村
社
会
福
祉
協
議
会
を
は

じ
め
と
す
る
関
係
機
関
と

協
力
し
て
、高
齢
者
が
安
心

し
て
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
よ

う
、一
つ
ひ
と
つ
の
課
題
に

向
き
合
い
な
が
ら
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
村
に
は
都
市
部
の
よ
う

な
大
き
な
病
院
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、週
２
日
診
察
・

投
薬
が
受
け
ら
れ
る
ク
リ

ニ
ッ
ク
が
あ
り
、訪
問
診
療

も
始
ま
り
ま
し
た
。小
さ

な
村
だ
か
ら
こ
そ
行
き
届

く
面
も
あ
り
、近
い
距
離
感

で
見
守
り
活
動
や
声
か
け

が
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ

り
ま
す
。

　
こ
の
特
集
で
は
、福
祉
と

医
療
の
現
在
の
状
況
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
窓

口
も
紹
介
し
ま
す
の
で
、よ

り
よ
い
暮
ら
し
の
参
考
に

ぜ
ひ
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

な
に
げ
な
い 

や
り
と
り
が

こ
こ
ろ
を 

ほ
ぐ
し
て
く
れ
る

や
っ
ぱ
り
こ
れ
だ
よ
ね
…

い
い
た
て
な
ら
で
は
の

ほ
っ
と
す
る
時
間
が
あ
る
み
た
い

村民の憩いの場として、飯舘村社会
福祉協議会が運営しています。飯舘
村民が対象で、村外にお住まいの方
も利用できます。村内は行政区ごとに
送迎を行っています。（※送迎は曜日
が決まっています）利用方法について
は電話でお問い合わせを。

サポートセンター
つながっぺ　 ☎0244（26）5207

みてみて、ここ

どれどれ

つながっぺいいたてクリニック

   9:30　　     送迎・センター到着・受付

10：00　　　軽い体操・フリータイム

12：00　　　昼食（昼食代は税込380円）

12：30　　　静養

13：30　　　レクリエーション・制作活動

15：00　　　送迎・センター出発

１日のスケジュール

この日は和柄模様の状差し
を製作しました。

村民の「今」を支える

同じ建物の

中にあります
。
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飯
舘
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

高
齢
の
方
の
総
合
相
談
窓
口
で
す

まずはお
話してみま

せんか

どなたでも気軽に  ご相談ください

　「飯舘村地域包括支援センター」は、65歳以上の高齢者の総合相
談窓口です。「体調に不安がある」「物忘れが増えた」「介護のことが
心配」…など、どなたでもお気軽にご相談ください。

たとえば・・・
■ 家族の介護の相談
■ 家族が入院し、退院後の生活が心配
■ ご自身または家族の体調が悪い
■ 家族や友人がこれまでと何か様子が違うので心配
■ 家族や友人の物忘れが気になる

お一人で悩まずご相談ください

　地域包括支援センターでは、相談業務の他に
も、介護予防に役立つ様々な教室を開催してい
ます。
　臼石地区での「認知症予防教室」は、５月に開
催しました。６月には、南相馬市飯舘自治会で、

「いいたてクリニック」の本田徹先生を講師に、
認知症への理解を深める「健康講話」を行ってい
ただきました。
　地域包括支援センターでは、主催団体のご希
望に沿って教室の内容を組み立てることができ
ます。食事のこと、お口の健康のこと、運動につい
てなど、ご希望のテーマをご相談ください。健康
的な生活を続けることで、要介護状態になること
を防いでいきましょう。ぜひご活用ください。

飯舘村地域包括支援センター
飯舘村伊丹沢字伊丹沢571（いちばん館）

　介護サービスを利用するには、介護サービス計画（ケア
プラン）の作成が必要になります。地域包括支援センターま
たは「いいたて在宅介護支援センター」へご相談ください。

ピュアート訪問介護事業所 あがべご訪問看護ステーション

地域包括支援センターでは  さまざまな事業も行っています

■ 認知症予防教室 

■ ゆずカフェ 

介護サービスにつなげます

　 認 知 症 の 方 やそのご 家 族 など、どな
たでも自由に参加できる集いの場です。
日頃の悩みの相談や情報交換はもちろ
ん、おいしい飲み物を飲みながら、ほっ
とひと息しませんか。

介護を必要とする家庭
を訪ね、一人ひとりの状
況に合わせた介護サー
ビス計画（ケアプラン）
を作成しています。

いいたて在宅介護支援センター
（居宅介護支援事業所）

☎0244（68）2144
■ 村内にも医療・介護サービスの事業所があります。

臼石行政区の地域サロンにて

南相馬市飯舘自治会にて

　「地域包括支援センター」は、高齢者の暮らしを

地域でサポートする拠点として、主に自治体が設置

しています。介護や福祉の総合窓口として、関連機

関と連携し、権利や生活の相談、在宅や施設で安心

して暮らすための支援を包括的に行います。また、

介護予防の講座や、介護する家族のサポートも行っ

ています。介護保険の申請などはもちろん、暮らし

のお困りごともご相談ください。

☎ 0244（42）1626

　飯舘村地域包括支援センター
は村役場本庁の南側に建つ「い
ちばん館」の中にあり、５人の職
員が在籍しています。☎0244（26）6271 ☎0244（32）1463

支える側の講習等も行っています

■ 認知症サポーター養成講座 など
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いいたてホーム×県立医大
　村と福島県立医科大学は包括連携協定を結び、村民の健
康づくりや医療人材育成などの取り組みを進めています。
　「いいたてホーム」では、実習施設として、同大保健科学部
作業療法科の学生が、同大教員の指導の下、対象者との基
本的な関わり方や、作業療法評価に必要な知識・技術などを
学んでいます。

火曜日　８時30分〜正午
　　　　午後１時30分〜午後３時

木曜日　８時30分〜正午　

総合診療科　斎藤徹先生 総合診療科／訪問診療　本田徹先生

いいたてクリニック　☎0244（68）2277

いいたてホーム　☎0244（42）1700

飯舘村社会福祉協議会　☎0244（42）1021

クリニックに通う方の中には、避難中
「あづま脳神経外科病院」の本院で診
ていた方もいらっしゃるそうです。

「皆さんに寄り添いお役に立てれば」。
村に移住し、この春から外来診療と訪
問診療を行っていただいています。

健康福祉課　健康係☎0244（42）1637　福祉係☎0244（42）1633

　「いいたてホーム」は、家庭的な雰囲
気で介護に取り組んでいます。個室がフ
ロアを囲むユニット型の建物で、一人ひ
とりの個性の尊厳と生活リズムを保ち
ながら、職員も利用者と共に「暮らし」を
楽しんでいます。

　サポートセンター「つながっぺ」運営の他、地域サロンのサポートや、生活支援相談員
による高齢者の見守り訪問活動、各種支援事業などを行い、地域福祉・高齢者福祉の充
実に努めています。

■ までいな健康運動塾 （健康係）

講座の開催情報はお知らせ版に掲載します

■ 家族介護者交流のつどい
　要支援および要介護の認定を受けている家
族を自宅で介護している方を対象に、日頃の
疲れをいやしたり介護者相互の交流を深めた
り、リフレッシュする集いを開いています。

■ 老人クラブ活動を支援
　飯舘村老人クラブ連合会の活動を支援し
ています。６月1 9日には、同 連 合 会 主 催 の
パークゴルフ大会が「いいたてパークゴルフ
場」で開催され、約70人が参加しました。

■ 

診
療
時
間

■ 診療を行う2人のお医者様を紹介します

■ お助け合い事業
　高齢者世帯などを対象に、地域の住民が
サービスの 担 い 手となり、自立した 生 活を
支えます。送迎・片付け・草刈り・雪かきなど
が 1 回 3 0 0 円で 頼 めます。事 前 登 録 が 必 要
です。

■ 生活支援ワゴン運行
　４月から、川俣町での買い物等のワゴン運
行が、月・水・金の週３回になりました。火・
木の午前中は「いいたてクリニック」の送迎、
月〜金の午後は村内運行を行っています。

※２日前までに予約。無料。☎0244（26）5207

飯舘村伊丹沢字伊丹沢571（陽だまりの家）

■ 緊急通報システム （福祉係）

　一人暮らしの高齢者などに緊急通報用の専
用携帯電話や設置型装置を無料で貸し出して
います。

■ 郵便局のみまもりサービス （福祉係）

　村内に居住している高齢者のお宅へ定期的
に訪問・連絡し、確認した生活状況をご家族な
どへ連絡するサービスで利用は無料です。

※院内処方でお薬も受け取れます。

村民同士の多様な支え合いも続いています

飯舘村伊丹沢字山田380

飯舘村伊丹沢字伊丹沢571

　民生委員の皆さんをはじめ、さまざまな団体・有志の皆さんが地
域福祉に貢献くださっています。また、行政区による地域サロンや、
老人クラブ連合会の催しも開催されています。

■ いいたて村在宅介護送迎車 （福祉係）

　村内にお住まいの方を対象に、村外の病院
の通院を送迎。通所リハビリやデイサービスの
送迎も支援します。利用の１週間前まで、お早
目にご相談ください。
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敬
老
祝
金
は
そ
の
年
の
４
月
１
日
現

在
で
満
年
齢
が
75
歳
、80
歳
、85
歳
、

90
歳
、95
歳
、１
０
０
歳
を
迎
え
た
方

に
給
付
し
て
き
ま
し
た
。改
正
に
よ
り

１
０
０
歳
を
超
え
た
方
に
は
毎
年
給

付
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
長
泥
行
政
区
で
は
、特
定
復
興
再

生
拠
点
区
域
に
お
い
て
、環
境
省
に
よ

る
除
染
や
家
屋
解
体
、環
境
再
生
事

業
な
ど
が
進
み
、現
在
、３
月
に
設
置

し
た
村
除
染
検
証
委
員
会
に
よ
る
検

証
を
行
っ
て
い
ま
す
。同
委
員
会
が
５

月
に
ま
と
め
た
中
間
報
告
を
村
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、避
難
指
示
解
除
要
件
で

あ
る
①
年
間
積
算
線
量
が
20
ミ
リ

シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
に
な
る
こ
と
が
確
実

で
あ
る
こ
と
②
生
活
に
必
要
な
イ
ン
フ

ラ
が
お
お
む
ね
復
旧
す
る
こ
と
③
県・

市
町
村・住
民
と
十
分
な
協
議
が
な
さ

れ
る
こ
と
の一つ
ひ
と
つ
に
つ
い
て
検
証

と
準
備
を
進
め
ま
す
。

　
避
難
指
示
解
除
に
向
け
て
は
、集

会
所
等
の
整
備
に
加
え
、先
に
避
難
指

示
が
解
除
さ
れ
た
19
行
政
区
と
同
様

に
、飲
料
水
確
保
や
昇
口
舗
装
な
ど
の

生
活
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を
進
め
、長
泥

地
区
の
住
民
や
議
会
の
意
見
を
踏
ま

え
つつ
、国
と
相
談
の
上
、準
備
宿
泊
等

に
つい
て
も
検
討
を
進
め
ま
す
。

飯舘村議会定例会令和４年　第４回
議会報告 ６月議会定例会

　
令
和
４
年
６
月
議
会
定
例
会
は
、６

月
10
日
か
ら
17
日
ま
で
の
日
程
で
開
か

れ
ま
し
た
。一
般
質
問
は
14
・
15
日
に
行

わ
れ
、村
議
員
が
村
政
の
重
要
な
課
題

等
に
つ
い
て
村
側
の
考
え
を
質
し
ま
し

た
。

　
議
会
審
議
は
17
日
に
行
わ
れ
、提
出

さ
れ
た
議
案
は
全
て
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

今
議
会
で
可
決
さ
れ
た
議
案
な
ど 紙

面
の
都
合
上
、一
部
省
略
し
て
い
ま
す

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
国
民
健
康

保
険
税
の
減
免
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

飯
舘
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

令
和
４
年
度
飯
舘
村
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

令
和
４
年
度
飯
舘
村
農
業
集
落

排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

令
和
４
年
度
飯
舘
村
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

令
和
４
年
度
飯
舘
村
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

令
和
４
年
度

飯
舘
村
一
般
会
計
補
正
予
算

村
道
路
線
の
廃
止
及
び
認
定

に
つ
い
て

災
害
関
連
農
村
生
活
環
境
施
設
復

旧
事
業
・
福
島
再
生
加
速
化
交
付

金
事
業
農
業
集
落
排
水
管
路
工
事

（
草
野
第
２
地
区
草
野
２
期
そ
の

２
）請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

特
定
復
興
再
生
拠
点
エ
リ
ア
造
成

工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

飯
舘
村
敬
老
祝
金
給
付
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
者
が

属
す
る
世
帯
の
第
１
号
被
保
険
者

に
対
す
る
介
護
保
険
料
の
減
免
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

村
長
村
政
報
告

紙
面
の
都
合
上
、一
部
省
略
し
て
い
ま
す

■
帰
還
困
難
区
域
の
避
難
指
示

　解
除
に
向
け
た
進
捗
に
つ
い
て

　『
い
い
た
て
わ
く
わ
く
推
進
協
議

会
』に
お
い
て
、村
の
食
材
を
活
用
し

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ー
パ
ン
を
試
作
す

る
プ
ロ
ジ
ェク
ト
が
始
動
し
、３
月
13
日

に
試
食
会
を
開
催
し
ま
し
た
。今
後

は
得
ら
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
も
と
に
、量

産
の
た
め
の
レ
シ
ピ
や
単
価
設
定
な
ど

課
題
を
洗
い
出
し
ま
す
。ま
た
、こ
う

し
た
村
を
活
性
化
す
る
活
動
に
つ
い

て
、積
極
的
に
検
討・推
進
し
ま
す
。

■
わ
く
わ
く
推
進
協
議
会

　
３
月
16
日
に
発
生
し
ま
し
た
福
島

県
沖
地
震
で
は
、住
家
の
被
害
調
査
の

申
請
が
６
月
２
日
現
在
で
１
１
１
件

あ
り
、順
次
、損
害
判
定
を
行
っ
て
、り

災
証
明
書
の
交
付
を
し
て
い
ま
す
。

■
地
震
被
害
に
つ
い
て

　
５
月
３
日・４
日
、地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
二
瓶
麻
美
さ
ん
が
、マ
ル
シ
ェ

（
市
場
）型
イ
ベ
ン
ト『
山
の
向
こ
う
か

ら
』を
開
催
し
ま
し
た
。イ
ベ
ン
ト
は
、

感
染
症
対
策
を
整
え
た
上
で
実
施
さ

れ
、過
去
最
高
の
約
１
２
０
０
人
が
来

場
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、横
山
梨
沙
さ
ん
は
、三
千
本

の
復
興
桜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
に
合
わ
せ

て
、村
商
工
会
青
年
部
と
協
力
し
コ
ー

ヒ
ー
シ
ョッ
プ
を
出
店
し
ま
し
た
。

　
３
月
末
に
協
力
隊
を
卒
業
し
た
松

本
奈
々
さ
ん
も
、旧
コ
メ
リ
跡
地
で『
図

図（
ず
っ
と
）倉
庫
』プ
レ
オ
ー
プ
ン
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

■
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
４
年
目
も
引
き
続
き
、県
の
事
業

再
開・帰
還
促
進
事
業
を
活
用
し
実

施
し
ま
す
。発
行
数
を
１
万
７
０
０
０

冊
に
増
や
し
、６
月
１
日
か
ら
発
売
を

開
始
。事
業
の
効
果
を
高
め
る
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
、村
商
工
会
主
催
の「
い
い

た
て
夏
ま
つ
り
」「
い
い
た
て
秋
ま
つ
り
」

「
い
い
た
て
冬
ま
つ
り
」な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
も
計
画
し
て
い
ま
す
。　

■
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

　
宿
泊
体
験
館「
き
こ
り
」は
、地
震

の
影
響
で
宿
泊
棟
及
び
入
浴
施
設
の

営
業
を
休
止
し
て
い
ま
す
。入
浴
施
設

の
修
繕
を
進
め
、で
き
る
だ
け
早
期
に

利
用
可
能
と
な
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、「
村
民
の
森
あ
い
の
沢
」の

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
で
は
４
月
か
ら
モ
ニ

タ
ー
利
用
を
開
始
し
大
き
な
反
響
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　「
い
い
た
て
村
の
道
の
駅
ま
で
い
館
」

で
は
飯
舘
牛
の
復
活
を
目
指
し
、村

産
経
産
牛
の
加
工
品
、A
５
ラ
ン
ク
肥

育
牛
の
販
売
な
ど
を
実
施
。隣
接
す

る「
ふ
か
や
風
の
子
広
場
」「
ド
ッ
グ
ラ

ン
わ
ん
こ
の
庭
の
び
の
び
」も
利
用
者

か
ら
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

■
あ
い
の
沢・深
谷
復
興
拠
点

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
３

回
目
接
種
は「
い
ち
ば
ん
館
」に
集
団

接
種
会
場
を
設
け
て
実
施
。４
回
目

接
種
は
対
象
者
に
意
向
調
査
を
郵
送

し
、７
月
か
ら
の
接
種
に
向
け
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

■
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

　
６
月
１
日
現
在
の
村
へ
の
帰
還
者
は

６
３
７
世
帯
、１
２
２
６
人
で
帰
還
率

は
約
24
．９
％
。こ
れ
に
転
入
者
２
０
１

人
と
い
い
た
て
ホ
ー
ム
の
入
所
者
等
を

合
わ
せ
た
村
内
の
居
住
者
は
７
８
２

世
帯
で
１
４
８
１
人
と
な
って
い
ま
す
。

避
難
を
継
続
し
て
い
る
方
は
、県
外
避

難
者
が
１
６
６
人
。県
内
避
難
者
は
、

福
島
市
に
２
１
６
９
人
、南
相
馬
市
に

３
０
２
人
、伊
達
市
に
２
６
４
人
、川

俣
町
に
２
５
１
人
、相
馬
市
に
１
３
５

人
な
ど
、合
わ
せ
て
３
２
８
０
人
で
す
。

■
村
民
の
帰
還
状
況

　
水
稲
の
作
付
け
面
積
は
２
０
４
ha

と
な
り
昨
年
度
の
約
１
．１
６
倍
に
拡

大
す
る
見
込
み
。「
あ
ぶ
く
ま
も
ち
」

は「
飯
舘
村
あ
ぶ
く
ま
も
ち
生
産
組

合
」が
県
と
種
苗
許
諾
契
約
を
締
結

し
種
子
生
産
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

■
農
政
関
係

　
４
月
に「
い
い
た
て
希
望
の
里
学
園
」

に
17
人
が
入
学
。「
ま
で
い
の
里
の
こ
ど

も
園
」に
は
４
人
が
入
園
し
ま
し
た
。

学
園
の
児
童
生
徒
は
68
人
、こ
ど
も
園

の
園
児
は
41
人
と
な
り
、計
１
０
９
人

が
村
の
学
校・園
に
通
って
お
り
ま
す
。

５
月
に
は
感
染
症
対
策
を
徹
底
し
、合

同
の
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

■
教
育
関
係

　
村
道
舗
装
機
能
回
復
工
事（
舗
装

工
事
）で
は
30
路
線
10
．７
㎞
を
発
注
。

こ
の
工
事
で
計
画
し
た
路
線
が
ほ
ぼ

完
了
し
ま
す
。村
管
理
の
普
通
河
川

は
昨
年
度
で
河
道
掘
削
が
完
了
し
、

全
線
で
除
草
作
業
を
行
う
予
定
。「
農

業
基
盤
整
備
促
進
事
業
」は
農
業
基

盤
再
生
係
を
設
置
し
大
幅
な
増
員
を

行
って
事
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

■
建
設
関
係

飯
舘
村
介
護
福
祉
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
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飯舘
百景

　
村
に
は
四
季
折
々
に
美
し

い
庭
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。そ
し
て
訪
ね
て
み
れ
ば
、

そ
れ
ぞ
れ
の
お
庭
に
歴
史
や

物
語
が
あ
る
の
で
し
た
。

　
松
原
光
年
さ
ん
は
季
節
の

花
の
庭
づ
く
り
を
続
け
て
20

年
。震
災
前
に
も
地
域
の
人

達
と
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
を

催
し
て
い
て
、現
在
は「
飯
舘

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
の
会
」の

会
長
を
務
め
て
い
ま
す
。交
流

セ
ン
タ
ー
に
花
を
飾
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
花
壇
の
整
備
な
ど

を
仲
間
と
共
に
続
け
、村
を

花
で
彩
って
い
ま
す
。

　
武
藤
や
い
子
さ
ん
の
ポ
ピ
ー

畑
は
、県
道
沿
い
に
鮮
や
か
に

広
が
り
、満
開
に
な
る
と
多
く

の
人
が
車
を
降
り
て
写
真
を

撮
って
い
ま
し
た
。「
村
の
入
口

に
近
い
の
で
、村
を
訪
れ
る
人

を
迎
え
る
気
持
ち
で
手
入
れ

を
し
て
い
ま
す
」。

　
佐
藤
眞
弘
さ
ん
の
庭
は
50

年
以
上
前
に
、ご
両
親
が
山
の

木
な
ど
も
取
り
入
れ
て一か
ら

造
っ
た
庭
。当
時
岩
を
動
か
し

て
湧
き
出
し
た
地
下
水
で
、

錦
鯉
も
飼
っ
て
い
ま
す
。「
庭

の
手
入
れ
を
し
て
い
る
と
、亡

き
父
と
話
を
し
て
い
る
よ
う

な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
よ
」。

　
そ
し
て
菅
野
真
由
美
さ
ん
の

バ
ラ
は
、帰
村
し
た
際
に
植
え

た
も
の
。手
入
れ
を
続
け
、枝

を
誘
引
し
て
現
在
の
姿
に
。菅

野
さ
ん
が
営
む
美
容
室「
パ
ー

マ
は
う
す
髪
化
粧
」の
お
客
様

や
県
道
を
行
く
ド
ラ
イ
バ
ー
を

楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

　
村
に
は
他
に
も
気
に
な
る

素
敵
な
庭
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
ね
。庭
の
数
だ
け
あ

る
だ
ろ
う
ス
ト
ー
リ
ー
が
ま

す
ま
す
気
に
な
り
ま
す
。

ガーデンレポート

菅野真由美さん（草野）のバラは胸ときめく華やかさ

武藤やい子さん（二枚橋・須萱）のポピー畑

佐藤眞弘さん（二枚橋・須萱）の見事なサツキ

さまざまな種類の花に出会える松原光年
さん（小宮）の庭。６月中の日曜日にはオー
プンガーデンを開催し庭に迎えた客人を
お茶や手打ち蕎麦でもてなしました。
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学びの広場

マイナポイント第２弾 を実施中！

ほけんとふくし

お知らせ

百歳賀寿
大澤フチノさん

百歳おめでとうございます

賀寿の席で孫の光浩さんが、涙を流しながら思いを語りました。「1日では語りきれ
ない程の100年間の思い出があるばあちゃん（フチノさん）。ばあちゃんがいなけれ
ば自分は前に進めなかった。近くにいるだけで元気をもらえる存在です」。どうぞこ
れからもご家族仲睦まじく、ご長寿を重ねてください。

（上飯樋）

田植え体験 がんばりました

宇宙エゴマの種まきに挑戦

　
６
月
８
日
か
ら
10
日
の

３
日
間
、絵
本
作
家
の
い
せ

ひ
で
こ
先
生
と
、ノ
ン
フ
ィ

ク
シ
ョン
作
家
の
柳
田
邦
男

先
生
が
村
を
訪
れ
、「
い
い

た
て
希
望
の
里
学
園
」「
ま

で
い
の
里
の
こ
ど
も
園
」で
、

前
期
課
程
の
児
童
と
５
歳

児
に
向
け
た
ワ
ー
ク
シ
ョッ

プ
を
行
い
ま
し
た
。

　
前
期
課
程
の
子
ど
も
達

は
さ
ま
ざ
ま
な
植
物
を
観

察
し
、好
き
な
画
材
で
描

き
ま
し
た
。描
き
な
が
ら

そ
の
絵
の
世
界
に
飛
び
込

ん
で
、空
想
の
場
面
や
イ

メ
ー
ジ
を
豊
か
に
表
現
し

て
い
ま
し
た
。

　
作
品
は
会
場
に
並
べ
ら

れ
、い
せ
先
生
が
、描
い
た

児
童
に
イ
ン
タ
ビュー
。互
い

の
表
現
を
味
わ
う
ミ
ニ
展

覧
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
先
生
方
は
、こ
う
し
た

特
別
授
業
を
継
続
し
、飯

舘
の
子
ど
も
達
を
応
援
し

て
く
だ
さ
って
い
ま
す
。

　５月26日、二枚橋地区で、前期課程の
田植え体験が行われました。子ども達は、
村民ボランティアの皆さんに教わりながら、
「里山のつぶ」の小さな苗を一つひとつ
丁寧に植えていきました。
　稲の成長は５年生が定期的に観察しま
す。また、秋には前期課程全員での稲刈り
体験を、その後は収穫米を活用した活動
を展開する予定です。

　５月30日、「いいたて結い農園」の農地
で５・６年生が『宇宙エゴマ』の種まきを行
いました。『宇宙エゴマ』はもともと飯舘産。
昨年（一財）ワンアースのプロジェクトで国
際宇宙ステーションに運ばれ１か月間宇宙
に滞在してきた特別なエゴマです。
　子ども達は、農園の皆さんの協力を受け
ながら、栽培と収穫、その利用にも取り組
みます。育った苗は学校の畑に定植し、１０
月の収穫を目指して栽培します。おいしいお米がとれますように

自
分
で
選
ん
だ
花
を
食
い
入
る
よ

う
に
見
つ
め
て
い
た
５
歳
児
と
目

線
を
合
わ
せ
る
柳
田
先
生（
右
）

前
期
課
程
・
下
学
年
の
授
業
。一
人

ひ
と
り
の
表
現
か
ら
想
い
を
く
み

言
葉
を
か
け
る
い
せ
先
生（
左
端
）

この機会にマイナンバーカードをつくりませんか
令和４年１月からスタートしたマイナポイン
ト第２弾。最大２万円のポイントが付与され
るこの機会に、マイナンバーカードをつくりま
せんか。

最大 ２０，０００円分のポイントがもらえます！

＋ ＋
マイナポイントの予約・申し込
みをして選択したキャッシュレ
ス決済サービスにチャージま
たは買い物をすると、その金額
に対し25％（最大5,000円）の
マイナポイントを付与。

大正11年６月１日生まれの大澤さん。とてもお
元気で、明るい笑顔が印象的です。長寿の秘訣は
「好き嫌いせず何でも食べること、常に前向きな
気持ちを保つこと」と教えてくださいました。村で
百歳を迎えた方は大澤さんが41人目です。

マイナンバーカード
新規取得で最大
５，０００円分

マイナンバーカードを健康保
険証代わりに利用する申し込
みを行うと7,500円分のマイナ
ポイントを付与。※利用は専用
のカードリーダーがある医療
機関・薬局に限られます。

健康保険証として
利用登録で最大
７，５００円分２

給付金などの受け取り口座とし
て、金融機関の預貯金口座を
任意で国に登録する制度です
（１人１口座）。給付金の申請
時に口座情報の記載などが不
要になります。

公金受け取り
口座の登録で最大
７，５００円分３１

マイナポイント第２弾に申し込むには！
①マイナンバーカードを令和４年９月末ま
でに申請。　②令和５年２月末までにマイ
ナンバーカードを使ってマイナポイントの予
約・申し込みを行います。

マイナポイントの予約・申し込み方法
●対応するスマートフォン、またはパソコン
とカードリーダーがあればご自宅でも。
●郵便局・コンビニエンスストアのマルチコ
ピー機・ATM、携帯ショップでも行えます。
●マイナンバーカードと、カードをつくる時
に設定した４桁の暗証番号をご準備くださ
い※暗証番号は３回続けて間違えるとロックが
かかり役場での手続きが必要になります。

問  マイナンバー総合フリーダイヤル 0120-95-0178
マ
イ
ナ
ち
ゃ
ん

絵本作家 いせひでこ先生の特別授業

100th

健康保険証利用登録と公金受取口座の登録は、スマートフォンや
パソコン、コンビニエンスストアのマルチコピー機等で行えます。
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いいたて便り

長泥地区除染検証委員会
検証結果の中間報告書を提出

長泥住民説明会を開催
準備宿泊開始時期などを協議

村は､村主催のイベントや村民の皆さんの取り組みを取材し､広報紙･ホームページ等に掲載し
ています｡写真掲載に不都合がある方は､村づくり推進課企画定住係までご連絡ください。

田中俊一さん
旭日重光章を受章されました
　田中俊一さん（上飯樋）が、春の叙勲で旭日重
光章を受章しました。田中さんは福島市の出身。
旧日本原子力研究所を退職後、日本原子力学会
長などを歴任。大震災の原発事故後に初代・原
子力規制委員長に就任し、原発再稼働の新規制
基準策定などに奔走しました。飯舘村には除染ア
ドバイザー、復興アドバイザーとして惜しみないお
力添えをいただき、村と茨城県ひたちなか市の二
地域居住で、村民と交流しながら、地域に根ざし
た復興に力を傾けていただいています。

いいたてプレミアム付商品券
販売開始のセレモニー

ふかや風の子広場で
「ポケふた」をお披露目

大和田保男さん
消防活動を讃える藍綬褒章
　飯舘村消防団で副団長を務める大和田保男
さん（八木沢・芦原）が、春の褒章で藍綬褒章を
受章。６月22日に村役場で褒章伝達式が行われ
ました。大和田さんは昭和60年に消防団に入団、
令和２年から副団長を務めます。「団員の協力が
あり、応援してくれる家族がいたからこそ」と受章
を喜び、「地域を守る先輩方を見て育ち入団を
志願した。地域への思いをつないで精進したい」
と語りました。杉岡村長は長年の貢献に感謝し、
「経験を継承してほしい」と期待も伝えました。

「
本
人
よ
り
も
周
り
の
皆
さ
ん
が
喜
ん
で
く
だ
さ
り
、あ

り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
」と
受
章
を
語
る
田
中
さ
ん
。

皇
居
で
伝
達
さ
れ
た
勲
章
を
胸
に
、妻
の
民
子
さ
ん
と

中間報告書を杉岡村長に提出する塚田祥文（ひろふ
み）委員長（左／福島大学環境放射能研究所教授）

セレモニーのひとこま。購入は村商工会館窓口で。販
売・使用期間は令和５年１月31日までです

　５月31日、長泥地区除染検証委員会が、村に対
し、中間報告書を提出しました。同委員会は、村
で唯一の帰還困難区域である長泥地区の特定
復興再生拠点区域の除染結果の検証を行って
います。中間報告書は、準備宿泊のための空間
線量は十分低減されていると報告し、また、局所
的に線量が高い場所への措置や、データの蓄積・
発信などについて意見が添えられています。村は
この結果を含めて住民・国と協議し、避難指示解
除に向けた準備宿泊などの取り組みを進めます。

　６月１日、「いいたてプレミアム付商品券」が発
売となり、村商工会館前でセレモニーが行われま
した。鹿山真広商工会長（深谷）は「村と村民の
協力に感謝。活気を取り戻せるよう力を合わせた
い」とあいさつ。志賀清一事業運営委員長（上飯
樋）は「関連イベントもぜひ楽しんで」と呼びかけま
した。「いいたてプレミアム付商品券」は、１冊１万
円で１万5,000円分の買い物ができるお得な商品
券。59の取扱事業所で使用することができます。1
人６冊まで。１万7,000冊の限定販売です。

「ふくしま応援ポケモン」のラッ
キーと、花の世話をするポケモン
のフラエッテが描かれた世界に
一つだけのデザインです。風の子
広場に探しに来てね！

　６月２日、ふかや風の子広場に設置された『ポケ
ふた』のお披露目式が現地で行われ、「までいの
里のこども園」の５歳児が元気に除幕を行いまし
た。『ポケふた』は、ポケモンがデザインされたマン
ホールのふたで、県と連携協定を結ぶ（株）ポケモ
ンが県内市町村に贈っています。この場所はゲー
ムアプリ『ポケモンGO』のゲーム内アイテムが入
手できる「ポケストップ」にもなっています。

「皆で集まれる場所の早期整備を」「生まれ育った長泥
のイメージを大切に」と地域を思う発言も相次ぎました

　６月19日、交流センター「ふれ愛館」で、長泥地区
住民説明会を開催し、来春の避難指示解除を目指
す特定復興再生拠点区域の現状と今後について
説明と協議を行いました。協議では住民からの質
問や意見を元に検討課題を整理。準備宿泊に向け
ての準備などを進めることについて確認しました。ま
た、拠点区域外への企業誘致（堆肥製造施設）等
について経緯を説明。土地活用を条件とする区域
外の避難指示解除を目指すことについて意見を交
わし、準備を進めることについて確認しました。

お問い合わせは村商工会☎0244-26-7957まで

伝達式の後、藍綬褒章と賞状を手に、出席者と記念撮影
に臨む大和田さん（前列中央）

ら ん     じゅ     ほ う　 しょう きょく    じつ    じゅう　  こ う      しょう
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　６月19日、「いいたてスポーツ公園」で、
村教育委員会・村公民館主催のテニス教
室が開かれました。講師は、佐久間光弘
先生と村役場テニスクラブが務めました。
　この日の教室には24人が参加しました。
硬式・軟式のグループに分かれて技術指
導を受け、和気あいあいと試合も楽しみま
した。

話題のパレット連載「はなれていても」 　故郷を離れて暮らす方々のそれぞれの言葉に耳を傾けます

　
県
道
を
登
っ
て
村
に
入
る

と
、空
気
が
く
っ
と
変
わ
る
気

が
し
ま
す
。戻
っ
て
来
る
と
せ

い
せ
い
し
ま
す
よ
ね
。先
日
あ

る
男
性
が「
避
難
先
で
初
め
て

上
が
っ
て
い
が
っ
せ
と
接
待
を

受
け
た
」と
う
れ
し
そ
う
に
話

し
て
い
ま
し
た
。震
災
か
ら
11

年
、避
難
者
へ
の「
拒
み
」を
心

配
し
て
過
ご
し
て
き
た
と
い
う

こ
と
な
ん
で
し
ょ
う
ね
。

　
震
災
当
時
、安
否
確
認
に

は
な
れ
て
い
て
も

大
渡 

正
子

　

さ
ん 

（
草 

野
）
福
島
県
南
相
馬
市
在
住

交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
愛
館
」だ
よ
り

　
脳
神
経
の
病
気
を
患
う
９
歳

歩
い
た
停
電
の
夜
。た
だ
た
だ

怖
く
て
辛
か
っ
た
。そ
の
頃
は

と
に
か
く
必
死
で
、訳
が
分
か

ら
な
か
っ
た
。私
は
福
島
市
に

避
難
し
、そ
こ
か
ら
村
に
通
勤

し
ま
し
た
。ず
っ
と
泣
く
こ
と

す
ら
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。か

な
り
時
が
経
っ
て
福
島
で
田

植
え
の
風
景
を
見
た
時
に
、飯

舘
の
田
ん
ぼ
を
思
っ
て
初
め
て

泣
き
ま
し
た
。今
は
思
い
出
す

だ
け
で
も
涙
が
出
ま
す
。

　
民
生
委
員
と
し
て
避
難
中

か
ら
あ
ち
こ
ち
の
お
茶
会
に

行
き
ま
し
た
。行
け
ば
皆
の

顔
が
見
ら
れ
て
先
輩
の
話
も

聞
け
る
。い
ろ
い
ろ
な
地
区
の

人
と
も
知
り
合
い
ま
し
た
。

　
今
は
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

「
つ
な
が
っ
ぺ
」の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
も
行
き
ま
す
が
、人
と
人

が
思
い
合
う
い
ろ
い
ろ
な
場
面

に
出
会
い
ま
す
。準
備
す
る
人

は
大
変
で
し
ょ
う
が
、お
茶
会

や
同
窓
会
な
ど
も
で
き
る
だ

け
開
い
て
い
た
だ
き
た
い
。つ
な

が
り
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
震
災
前
は
組
の
付
き
合
い

で
も
い
ろ
い
ろ
教
わ
っ
て
い
ま

し
た
。柏
餅
や
フ
キ
の
こ
し
ら

え
方
の
家
々
の
違
い
を
話
し
た

り
教
え
合
っ
た
り
も
し
ま
し

た
。ま
た
、季
節
ご
と
に
山
の

物
や
、農
家
の
方
に
い
た
だ
く

お
い
し
い
野
菜
を
味
わ
い
ま
し

た
。お
金
で
は
買
え
な
い
贅
沢

を
し
て
い
た
と
実
感
し
ま
す
。

そ
う
し
た
村
の
よ
さ
を
何
と

か
残
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

お
す
す
め
図
書
を
紹
介
し
ま
す

           笑顔満開 ！ 「テニス教室」
　「いいたて村の道の駅までい館」レスト
ランの「エゴマそば」はいかがですか。「い
いたて愚真会」の冷たい手打ち蕎麦
を、「いいたて結い農園」のエゴマを
使った温かなつゆで味わいます。
蕎麦のトッピングのエゴマもプチ
プチと新食感。手打ちのため数
量限定で提供しています。

飯舘の味 ！ 道の駅の「エゴマそば」

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
で
交
流

定岡さんの動画を国連機関が採用　
自
社
の「
Ｓ
ｋｙ 

Ｕｐ
の
杜（
ス

カ
イ
ア
ッ
プ
の
も
り
）」で
ド
ロ
ー
ン

空
撮
を
行
っ
て
い
る
定
岡
忠
臣
さ

ん（
深
谷
）。ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
公
開

し
て
い
た
阿
部
勝
男
さ
ん（
佐
須
）

の
ヒ
マ
ワ
リ
畑
の
動
画
が
、な
ん
と

国
連
の
専
門
機
関「
世
界
気
象
機

関
」制
作
の
動
画
に
採
用
さ
れ
ま

し
た
。「
連
絡
を
も
ら
っ
た
時
に
は

驚
き
ま
し
た
」と
定
岡
さ
ん
。「
ぜ

ひ
村
の
風
景
を
」と
無
料
で
提
供

し
た
そ
う
で
す
。「
気
象
衛
星
調

整
会
議
」50
周
年
記
念
動
画
の
冒

頭
に
、定
岡
さ
ん
撮
影
の
村
の
風

景
が
映
し
出
さ
れ
ま
す
。

　
６
月
15
日
、「
い
い
た
て
ス
ポ
ー

ツ
公
園
」で
、『
南
相
馬 

飯
舘 

親

善
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
』が
開
か

れ
ま
し
た
。主
催
し
た
村
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
協
会
の
佐
藤
曻
会
長（
草

野
）は「
避
難
先
で
健
康
づ
く
り

に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
。避
難

を
続
け
る
村
民
も
皆
一
緒
の
交
流

で
す
」と
笑
顔
。南
相
馬
市
小
高

区
の
佐
藤
榮
さ
ん
は
自
身
の
避
難

も
振
り
返
り
な
が
ら「
や
は
り
楽

し
い
も
の
で
す
ね
」と
仲
間
の
プ

レ
ー
に
目
を
細
め
て
い
ま
し
た
。

道の駅では他にも新しいメニューが続々登場 ！

◀視聴はこちらから（YouTube）

　
ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
て
絵
を
た

ど
り
な
が
ら
し
り
と
り
が
で
き

る
し
り
と
り
絵
本
。や
さ
し
く
ど

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
以
外

の
少
女
が
病
院
の
中
の
ベ
ッ
ド
の
上
で
気
づ
い
た
こ

と
や
感
じ
た
こ
と
が
描
か
れ
て
い
て
、生
き
て
い
く
こ

と
の
す
ば
ら
し
さ
、本
当
に
大
切
な
こ
と
を
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
す
。『
ひ
と
り
じ
ゃ
な
い
』と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
は
身
近
と
こ
ろ
に
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
か
懐
か
し
い
絵
を
見
て
心
が
ほ
っ
こ
り
し
ま
す
。文

字
が
読
め
な
く
て
も
絵
を
見
な
が
ら
、お
子
さ
ん
、お

孫
さ
ん
と
楽
し
く
し
り
と
り
が
で
き
る
１
冊
。

の
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て
も
勉
強
で
き
る
科
学
漫
画
。

ウ
イ
ル
ス
っ
て
何
？
ウ
イ
ル
ス
に
負
け
な
い
た
め
に

は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？
な
ど
、楽
し
く
学
び
な
が

ら
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。サ
バ
イ
バ
ル
シ
リ
ー
ズ

の
本
は
、他
に
も
あ
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
読
ん
で
み
て

く
だ
さ
い
。

はつらつと熱戦を繰り広げた参加者の皆さん

「
二
平
方
メ
ー
ト
ル
の
世
界
で
」

　                           

（
小
学
館
）

　
文
：
前
田
海
音
　

　
絵
：
は
た 

こ
う
し
ろ
う

「
し
り
と
り
」　  （
福
音
館
書
店
）

　
作
：
安
野
光
雅

「
新
型
ウ
イ
ル
ス
の
サ
バ
イ
バ
ル
」

１
・
２
　       （
朝
日
新
聞
出
版
）　

　
作
：
コ
ム
ド
リ
C
O
．

　
イ
ラ
ス
ト
：
韓
賢
東

厨房主任  佐久間昌樹 さん

メニューを開発！

飯
舘
産
を
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
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　みなさんこんにちは！ ろうそく作家の大
槻美友です。地域おこし協力隊の活動も今
年度で3年目を迎えました。2020年から移
住して早2年。時が経つのは本当に早いで
すね。
　活動が3年目ともなると、村内外での様々
な繋がりを感じることが多くなりました。

までいの食卓
生産者の皆さんにおいしい食べ方を聞いてみよう！

夫
婦
で
生
産
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。瑞
夫
さ
ん
は
イ
ン

ゲ
ン
部
会
の
部
会
長
。お
い

し
い
食
べ
方
は
妙
子
さ
ん
に

お
聞
き
し
ま
し
た
。

ほ場を広げて、昨年からは東京の豊洲市場にも出してい
ます。長くて細くて青くて皮もやわらかい飯舘のインゲン
は震災前「飯舘ブルー」という名のブランド品で特別な
人気を得ていました。当時の価格には戻っていませんが
市場は忘れずにいてくれて「もっとつくってほしい」とい
う声をもらいます。手をかけ丁寧につくっています。皆さ
んもぜひおいしく食べてくださいね。末永瑞夫 さん・ 妙子さん（深 谷）

飯舘の気候でまでいに育てたおいしさは特別！

地域おこし協力隊
いいたてDIARY

ダイアリー

今月のライター

大槻 美友 さん

飯舘村地域おこし協力隊

おいしい飯舘 ！

今年度から村民広報委員を公募しご協力をいただ
いています。どなたでも投稿できるコーナーですの
で皆さんも身近な話題をどしどしお寄せください！

飯舘村広報委員会（村づくり推進課企画定住係）
☎0244-42-1613

ふるさと資源

最近、村の人に種まきの
方法を教えてもらいまし
た！お、奥が深い…百聞は
一見に如かずとはまさに
このこと…

　先日、村のイベントで知り合ったカフェオーナー
さんのお店にお邪魔した時、店内のあちこちに
キャンドルを飾ってくれていました。また、協力隊
繋がりで大堀相馬焼で有名な松永窯さんのギャラ
リーにてキャンドルの展示販売をさせてもらえた
り、村内の工房にたくさんの方が体験に来てくだ
さったり….この土地に来てからできた繋がりが、ど
んどん広がっているのを実感しています。
　村内にもレストランや新しい場所が続々と増え
てきて、2年前から少しずつ変化している村の姿を
暮らしながら感じられることにわくわくしています。

　あいの沢キャンプ場に６月８日、電話があって、｢これから飯舘村に自転車で
向かいますが、今晩泊まれますか」と言う。午後３時頃で雨が強く降っていた。
　現在、保原町を出発したところだと云う。待っていると途中で自転車が故障
したと伝えて来た。軽トラックで迎えに行き、話を聞くと、「自分は茨城大学の２
年生で、社会科の教師を目指している。１年間休学して千葉県を出発、来年３
月を目処に埼玉、群馬、栃木、茨城、福島の全市を回る。明日から南相馬市、相
馬市を回って北海道に向かい、南下して日本全国、全市を回るつもりだ」と話し
てくれた。
　見ると、いかにも子供っぽい顔をして、やんちゃそうな姿形に見えた。だけど、
どことなく優しくも見え、たくましくも見えた。こういう人が将来の子ども達の人生
を正しく導く人となってくれるのだろうと、力強く感じずにはいられなかった。
　飯舘村に立ち寄った事が｢高沢侑二朗君」にとって良き想い出になる事を
心から願い、信じています。

写真・文　村民広報委員 Ｆ

　５月29・30日、南相馬市飯舘同窓会の皆さんが、
1泊２日の会津の旅へ。コロナ禍で、ようやく久しぶ
りに実現した旅行であり、この時を待ちかねた32
人が親睦を深めました。江戸時代の宿場の面影
を残す大内宿（下郷町）では皆で名物のねぎそば
を味わい、鶴ケ城や七日町（会津若松市）では城
下町の散策を楽しみ、会員からは早くも次回を待
ち望む声が上がっていました。

南相馬市同窓会の「会津の旅」
　
こ
こ
何
日
か
の
間
に「
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
」の
卵
が
飯
舘
村
の

数
か
所
で
見
つ
か
っ
た
。沼
の
ほ
と
り
に
行
っ
て
み
る
と
、な
る
ほ

ど
実
に
神
秘
的
だ
。萱
草
の
根
本
や
樹
上
に
力
強
く
た
れ
さ

が
っ
て
い
た
。昔
は
延
命
袋
と
も
言
わ
れ
て
い
た
と
聞
く
！
我
が

飯
舘
村
に
も
本
当
の
自
然
が
残
っ
て
い
た
の
だ
と
心
か
ら
嬉
し

く
感
じ
た
。

モリアオガエル産卵のニュース続々

比
曽
の
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
で
す

南相馬市飯舘同窓会より

▼飯舘村森林組合・佐藤長平組合長 より

◀
写
真・文
　村
民
広
報
委
員 

Ｆ

深
谷
の
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
で
す

発掘図鑑!

皆さんからの情報や投稿でつくるページです

日本一周の旅

インゲンの巻

炒めるのもおい
しい

味付けは醤油でも味噌でも。
ニンニクやショウガも合いま
す。豚肉などと合わせてもイ
ンゲンだけで炒めてもOK。

筋を取り長さをそろえて数本
ずつまとめ衣をつけ天ぷら
に。生のインゲンを使います。

さっとゆで少量のめんつゆと
ファスナー付きのビニール袋
へ。味がなじめばできあがり。

定番のおひたしや

胡麻和えの他にも

味わい方いろいろ

初投稿！

お酒のあてにも 天ぷらがおすす
め！
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新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
４
回
目

接
種
は
、３
回
目
接
種
か
ら
５
か
月

が
経
過
し
て
い
る「
60
歳
以
上
の
方
」

と「
18
歳
以
上
59
歳
以
下
で
基
礎
疾

患
を
有
す
る
方
・
そ
の
他
重
症
化
リ

ス
ク
が
高
い
と
医
師
が
認
め
る
方
」が

対
象
で
す
。い
ち
ば
ん
館
で
の
集
団
接

種
は
７
月
23
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。３

回
目
接
種
を
令
和
４
年
３
月
末
ま
で

に
完
了
し
て
い
る
18
歳
以
上
の
方
で

意
向
調
査
が
届
い
て
い
な
い
方
は
健

康
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
健
康
福
祉
課
健
康
係

☎︎
０
２
４
４・４
２・１
６
３
７

　広報紙上で公表してきた入札結果
は、今年度分から、ホームページに掲載
することとなりました。随時更新してい
きます。

飯舘村ホームページ
https://www.vill.iitate.fukushima.jp/

▶︎入札結果はホームページで

　
自
身
が
生
産
す
る
農
畜
産
物
の
生

産
作
業
等
の
た
め
、委
託
契
約
に
よ

り
人
員
を
確
保
す
る
際
の
委
託
費
を

補
助
し
ま
す
。補
助
額
は
1
時
間
あ

た
り
２
０
０
円
〜
３
０
０
円
で
、上

限
は
７
万
２
０
０
０
円
で
す
。

■
産
業
振
興
課
農
政
第
一
係

☎︎
０
２
４
４・４
２・１
６
２
１

　
い
い
た
て
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で「
ナ

イ
タ
ー
駅
伝
」を
開
催
し
ま
す
。５
人

１
チ
ー
ム
で
、小
学
生
の
部
が
５
㎞
、

中
学
生
の
部
が
10
㎞
、一
般
の
部
が

15
㎞
で
た
す
き
を
つ
な
ぎ
ま
す
。（
エ

ン
ト
リ
ー
は
締
め
切
ら
れ
て
い
ま
す
）

■
７
月
30
日（
土
曜
日
）

　
午
後
4
時
開
会
予
定

■
主
催
　
飯
舘
村
・
飯
舘
村
教
育
委

員
会・飯
舘
村
公
民
館・い
い
た
て
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

■
主
管
　
い
い
た
て
健
走
会・

I
I
T
A
T
E  

R
U
N  

C
L
U
B

　「
イ
イ
タ
ネ
ち
ゃ
ん
お
知
ら
せ
ア

プ
リ
」は
、村
が
配
信
す
る
情
報
を
受

け
取
っ
た
り
、お
く
や
み
情
報
を
確

認
で
き
た
り
、写
真
の
投
稿
が
で
き

た
り
す
る
便
利
な
ア
プ
リ
。ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
ア
プ
リ

の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
は
無
料
。使
用
時

は
通
信
料
が
か
か
り
ま
す
）

　
村
は
多
く
の
方
に
利
用
し
て
い
た

だ
こ
う
と
、定
期
的
に「
ア
プ
リ
交
流

会
」を
開
き
、使
用
中
の
方
、利
用
を

検
討
さ
れ
て
い
る
方
に
、活
用
方
法

を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。開
催
情
報

は
全
戸
配
布
す
る
チ
ラ
シ
で
ご
確
認

を
。お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
村
づ
く
り
推
進
課
企
画
定
住
係

☎︎
０
２
４
４・４
２・１
６
１
３

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

　４
回
目
接
種
に
向
け
て

information村からおしらせ

ひとのうごき

６月の村の動きと主なできごと

monthry memo６月の記録

待
望
の
田
舎
レ
ス
ト
ラ
ン「
ラ・カ
ッ
セ
」で
、30
代
の
地
元
シ
ェ
フ
に
よ
る
村
産
お
野
菜
た
っ
ぷ
り
の
経
産
牛
ハ
ン
バ
ー
グ
を
美
味
し
く
い
た
だ
き
な
が
ら
、20
代
の
方
が
熱
い
想
い
を
持
っ

て
集
落
作
業
に
参
加
さ
れ
て
い
る
長
泥
地
区
の
こ
と
、花
や
和
牛
な
ど
の
生
産
に
意
欲
的
に
取
り
組
む
若
手
農
家
の
皆
さ
ん
の
こ
と
な
ど
に
想
い
を
馳
せ
ま
し
た
。村
振
興
公
社
で
も
40

代
以
下
の
メ
ン
バ
ー
で
農
業
部
門
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。世
代
か
ら
世
代
へ
。想
い
の
継
承
が「
未
来
」を
形
作
っ
て
い
き
ま
す
。 （ 

杉
岡
村
長 

）

［
６
月
］

１
日 

・ 

い
い
た
て
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券  

販
売
開
始
セ
レ
モ
ニ
ー（
飯
舘
村
商
工
会
館
）

　
　 

・ 

文
化
財
保
護
審
議
会（
交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
愛
館
」）

２
日 

・ 「
ポ
ケ
ふ
た
」お
披
露
目
式（
ふ
か
や
風
の
子
広
場
）

          

・ 

農
業
委
員
会
臨
時
総
会（
交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
愛
館
」）

３
日 

・ 

令
和
４
年
第
２
回
飯
舘
村
市
町
村
の
国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
に
関
す
る
協
議
会（
村
役
場
）

６
日 

・ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部（
村
役
場
）

誕生おめでとう

大 内 耀 喜くん

齋 藤 光 里ちゃん

　　転入　４人
　　転出　１人
　　出生　２人
　　死亡　７人
　   （住民基本台帳人口）

　●男　2,478人   （±０）
　●女　2,451人（−1）
　　計　4,929人（−1）

（5月21日から6月20日までに届け出のあったものを掲載）
※この欄に掲載を希望しない方は、届け出の時に住民係へ申し出てください。

赤ちゃんの名前　        　親の名前　          行政区

優輝・めぐみ

 友樹・夏美

佐 須

深 谷

おくやみ

氏　名　　 　  　年齢　　　    　行政区

木 幡 二 男

青 山 シズヨ

髙 橋 フヨノ

髙 野 行 子

坂 本 富 江

北 山 初 美

木 幡 トキ子

80

85

94

91

89

92

94

小宮

草野

上飯樋

関沢

草野

飯樋町

比曽

ひとのうごき 　 令和４年５月31日現在

                   て る    き

世帯数　1,809戸  （＋2）

人   口 　  今 月   （前月比） 5月1日〜31日までの人口動態

［
５
月
追
記
］

31
日 

・ 

長
泥
地
区
除
染
検
証
委
員
会
　
中
間
報
告
書
を
提
出（
村
役
場
）

８
～
10
日 

・ 

い
せ
ひ
で
こ
先
生
・
柳
田
邦
男
先
生
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
希
望
の
里
学
園
・
ま
で
い
の
里
の
こ
ど
も
園
）

19
日  

・ 

長
泥
地
区
住
民
説
明
会（
交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
愛
館
」）

          

・ 

テ
ニ
ス
教
室（
い
い
た
て
ス
ポ
ー
ツ
公
園
）

20
日 

・ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
会
議（
村
役
場
）

　
　 

・ 

令
和
４
年
度
飯
舘
村
防
犯
指
導
隊
総
会（
交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
愛
館
」）

          

・ 

家
族
介
護
者
の
集
い（
交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
愛
館
」）

          

・ 

農
業
委
員
会
定
例
総
会（
村
役
場
）

23
日 

・ 

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
４
回
目
接
種（
い
い
た
て
ホ
ー
ム
）

24
日 

・ 

定
例
教
育
委
員
会（
飯
舘
村
地
域
防
災
セ
ン
タ
ー
）

29
日 

・ 

第
２
回
学
校
運
営
協
議
会（
い
い
た
て
希
望
の
里
学
園
）

29
～
30
日 

・ 「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」連
合
会
定
期
総
会（
秋
田
県
小
坂
町
）

18
日 

・ 

い
き
い
き
わ
く
わ
く
学
び
の
旅
・
希
望
の
里
W
A
K
U
W
A
K
U 

E
ツ
ア
ー

                                                     

事
前
研
修
・
保
護
者
説
明
会（
交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
愛
館
」）

10
～
17
日 

・ 

６
月
議
会
定
例
会（
議
場
）

12
日 

・ 

小
宮
地
区
農
地
中
間
管
理
事
業
説
明
会（
小
宮
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

16
日 

・ 

認
知
症
予
防
教
室（
南
相
馬
市
石
神
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

　
　 

・ 

社
会
教
育
委
員
会
議（
交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
愛
館
」）

17
日 

・ 

乳
幼
児
健
診（
い
ち
ば
ん
館
）

　「飯舘村災害用メール配信サービス」
は、登録いただいたメールアドレスに、
村が災害関連情報を配信するもので
す。ご利用には事前の登録が必要です。
登録画面にメールアドレスを入力する
か指定のアドレスに空メールを送信す
ると、本登録の案内がメールで届きま
す。登録後は、災害情報を直接メールで
受け取ることができます。迅速な避難な
どにお役立てください。また、村を離れ
て暮らす方は、村内の災害情報をいち
早く知る手立てとしてご活用ください。

▼
便
利
な「
お
知
ら
せ
ア
プ
リ
」

　ア
プ
リ
交
流
会
で
体
験
を

▼
い
い
た
て
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で

　ナ
イ
タ
ー
駅
伝
を
開
催
！

▼「
結
」の
農
業
支
援
事
業

　 
申
請
を
受
け
付
け
中

■登録画面は村ホーム
ページのバナーから。
また は 検 索 、右 の Q R
コードからもどうぞ。

台風や大雨に備えて

災害用メール配信に登録を

                   ひ か    り

ご冥福をお祈り申し上げます

■
農
繁
期
等
に
お
け
る
短
期
的
な
労

働
力
確
保
の
支
援
や
生
産
者
間
の
共

助
等
を
促
進
し
、収
量
増
加・栽
培
技

術
の
継
承
を
図
る
事
業
で
す
。
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